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１月１３日、市民文化センター駐車場で開催された出初式。多くの市民が見守る中、消防団による一斉
放水が行われ、今年も、災害の無い「安全で安心して暮らせるまちづくり」を目指します

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
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職
員
給
与
を
削
減
す
る
条
例
な
ど　

議
案
を
可
決

２０
　

十
二
月
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
案
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
の
承
認
は
、
先
の
衆
議
院
解
散

に
伴
う
選
挙
経
費
を
専
決
処
分
し
た
も
の

で
あ
り
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
給
料
月
額
を
平

均
一
・
一
％
減
、
期
末
手
当
を
○
・
二
五

月
分
引
き
下
げ
る
も
の
で
、
議
員
及
び
特

別
職
の
職
員
に
つ
い
て
も
各
条
例
の
一
部

改
正
に
よ
り
期
末
手
当
を
同
様
に
引
き
下

げ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
ら
は
初
日
に
そ

れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
職
員
の

給
与
関
係
で
は
、
そ
れ
と
は
別
に
通
勤
手

当
を
見
直
し
削
減
す
る
一
部
改
正
条
例
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
深
谷
の
南
部
地
域
に
お
い
て
住

居
表
示
を
実
施
す
る
区
域
及
び
住
居
表
示

の
方
法
並
び
に
町
の
区
域
を
定
め
、
併
せ

て
区
域
内
に
あ
る
落
合
自
治
会
館
及
び
落

合
小
学
校
の
所
在
地
の
表
示
を
変
更
す
る

一
部
改
正
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件

で
は
、
（
仮
称
）
中
央
緑
道
の
工
事
請
負

契
約
の
締
結
を
可
決
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

都
市
計
画
道
路
寺
尾
上
土
棚
線
を
横
断
す

る
地
下
道
な
ど
、
早
川
城
山
五
丁
目
か
ら

深
谷
地
内
ま
で
の
延
長
一
九
一
・
六
㍍
を

整
備
す
る
も
の
で
、
契
約
金
額
は
三
億
百

七
十
七
万
円
で
す
。

　

議
員
提
出
議
案
で
は
、
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
派
遣
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣

を
始
め
政
府
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た

（
意
見
書
は
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

●　

月
１１

　

日　

大
分
県
大
分
市
議
会
議
員
来
市

１９
　

日　

東
京
都
羽
村
市
議
会
議
員
来
市

２０
　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委

２１
　
　
　

員
会

●　

月
１２

１
日　
　

月
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）
・

１２

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委

　
　
　

員
会

３
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

４
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

５
日　

総
務
常
任
委
員
会

８
日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
（
第
２
日
）

１０

１２

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
（
第
３
日
）

１１

１２

　
　
　

・
議
会
全
員
協
議
会

　

日　

年
末
年
始
飛
行
活
動
の
停
止
要
請

１２
　
　
　

（
米
海
軍
厚
木
航
空
施
設
司
令
官

　
　
　

ほ
か
）

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

１５

１２

　
　
　

・
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
報
編

　
　
　

集
委
員
会

●
１
月

　

日　

議
会
全
員
協
議
会

２１
　

日　

県
央
八
市
議
会
議
員
合
同
研
修
会

２９
　
　
　

（
秦
野
市
文
化
会
館
）

●
２
月

２
日　

議
会
報
編
集
委
員
会
・
議
会
報
編

　
　
　

集
に
関
す
る
議
員
行
政
視
察
（
東

　
　
　

京
都
町
田
市
）

５
日　

沖
縄
県
沖
縄
市
議
会
議
員
来
市

　

日　

埼
玉
県
北
本
市
議
会
議
員
来
市

１０

　

十
二
月
定
例
会
が
、
十
二
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
五
特
別
会
計
補
正
予
算
、
親
子
の

き
ず
な
育
成
基
金
条
例
の
制
定
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
、
土

地
の
取
得
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
十
九
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
。
議
員
提
出
議
案
で
は
、
意
見
書
一
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
（
審
議
結
果
は
六
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
陳
情
は
二
件
を
趣
旨
不
了
承
と
決
し
ま
し
た
。

親

子

の

き

ず

な

親

子

の

き

ず

な

育
成
基
金
が
誕
生

育
成
基
金
が
誕
生

　

新
た
に
、
市
民
か
ら
の
寄
附
金
を
元
金

と
し
て
、
親
子
の
き
ず
な
の
育
成
に
必
要

な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

基
金
の
設
置
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
（
仮
称
）
北
部
地
域
公
園

用
地
の
一
部
取
得
及
び
市
道
路
線
の
認
定

一
件
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
並
び
に
国
民

健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
医
療
事
業
、

下
水
道
事
業
、
深
谷
中
央
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
及
び
介
護
保
険
事
業
の
五
特
別

会
計
の
総
額
で
四
億
七
千
二
百
七
十
六
万

一
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
で

は
、
職
員
給
与
費
が
減
額
と
な
る
も
の
の

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
や

生
活
保
護
扶
助
費
、
市
道
用
地
取
得
事
業

費
な
ど
の
増
に
よ
り
二
億
六
千
万
円
余
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

地
下
道
で
つ
な
ぐ

地
下
道
で
つ
な
ぐ

中
央
緑
道
を
整
備

中
央
緑
道
を
整
備
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月
定
例
会

１２

昨
年
に
引
き
続
き

昨
年
に
引
き
続
き

職
員
給
与
を
削
減

職
員
給
与
を
削
減
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議
会
の
動
き


